









1956 年 5 月 8 日、『怒りをこめてふりかえれ』がロイヤルコート劇
場で初演され、その後 3 週間を待たず、5 月 26 日、『アウトサイダー』
がゴランツ社から出版された。著名な文芸評論家シリル・コナリは、





せたわけではない。5 月 13 日付の『オブザーバー』紙において、気
鋭の劇評家ケネス・タイナンが「『怒りをこめてふりかえれ』は、「ワ















10 月 16 日、500 万人近くの視聴者を擁する BBC が 25 分に短縮して






























版を 15 万部用意し、売り上げは 25 万部を予想した（注 3）。
さて、「怒れる若者」に関する研究についていえば、早くも 1958 年、
「怒れる若者」現象を受け、最初の本、Kenneth	Allsop の The Angry 












































1978 年、すでに 1960 年代の熱狂が覚めたところで、ピーター・ル
イスは「つい最近にいたるまで、1950 年代はださい人々が主流を占
めた、退屈な 10 年として退けられてきたようだ―身の毛のよだつ 50











に分かつ音です。」これは、1957 年 10 月 5 日土曜日、アメリカ NBC
放送局のアナウンサーがソ連の人工衛星スプートニクが発する信号を

















































































































































～ 1957 年刊行）と『サタデーイーヴニング・ポスト』誌（同 1821 ～



























































の 148.1 ポンドから 1960 年の 286.5 ポンドへ、テレビの台数は 42,400




















機械による生産（第一次技術革命の時期）、19 世紀の 90 年代以来の
電動機および内燃機関による機械的生産（第二次技術革命の時期）、























































































































































ラジオ放送化する企画を立てた。名称を New Soundings に変更し、
電波放送を媒体とした世界ではじめての文芸雑誌として、1952 年 1
月 9 日に第 1 回目の番組が放送された。企画は当たり、1 年後、再度
名称を First Reading と変更する。ここで登場するのがウェインで、
彼の詩が New Soundings で取り上げられたのが縁であった。彼は編












































「もっと “ 顔 ” を入れようじゃないか、わかるだろ、イディス・シトウェ
ル顔、などだ」（注 36）とエイミスに助言したからである。ポストモダ




























































to	be	 told	again	 so	 soon	 that	one	of	 them,	at	 least,	 retained	
some	worth.		Yes,	and	this	would	be	a	good	time,	I	decided,	to	
try	out	a	new	smile,	featuring	the	lower	lip	and	nostrils,	which	
I’d	been	practicing	that	week.	 	Trying	 it	out,	 I	said:	 “Oh,	you	
mustn’t	 talk	 like	 that,	you	know,	you	make	me	 feel	 such	an	
infant.”
	 	 It	 seemed	 to	work	 all	 right:	 she	 leant	 a	 little	 further	
forward,	and	this	 time	I	did	 just	peep	down	the	 front	of	her	
dress.	 	What,	 I	 asked	myself,	 could	be	 the	point	 in	not?	 	 It	











































































































































































































































































‐ shmop!	 	You	 think	 it	 doesn’t	 hurt	me ‐ the	news	about	
Hungary?		You	think	I	know	what	happened	and	what	didn’t	
happen?		Do	any	of	us	know?		Who	do	I	know	who	to	trust	now






having	electricity?	 	 I	should	stop	having	electricity?	 	 I	should	
cut	off	my	light?		Socialism	is	my	life.		A	man	can	be	beautiful.	
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